ヒキガエルの脊髄運動ニユーロンにおける返回性促進径路のコリン性伝達 by Matsuura, Shushi










学 位 の 種.類
学 位 記 番 号
学位授与の日付
学位授与の要件


















昭 和 43年 5 月 23日
学 位 規 則 第 5条 第 1項 該 当






論文 調 査 委員 教 授 荒木辰之助 教 授 井 上 章 教 授 岡 本 道 雄
論 文 内 容 の 要 旨









した｡ 一般に, ヒキガエルの VR-EPSPは運動ニューロンの約25%においてみられ, その大きさは通常
3-4mV以下である. VR-EPSPが運動ニューロンの軸索の返回性側枝にもとづ く化学シナプスの働き






延長し, その EPSPからspike電位が発生する場合があることも認められた｡ Achを同様の方法或は
圧力注入法によって作用させてもVR-EPSPの大きさの増大が観察された｡ また, 脊髄を血 管 系 か ら
Ringer液で潅流して微量 (1×10~5g程度) の Achを潅流液中に投与した場合も, VR - E P SP の大きさ
が増大し, 運動ニューロンのスパイク放電を起こすことが認められた｡ さらに特殊三速敬子電極を用い,
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細胞内電極のほかに細胞外電櫨として Achを充たした電極とNaCl を充たした電極とを置き, 2Ⅹ10~7A
程度のパルス通電によって Achを運動ニューロンに作用をさせた場令, 神経筋接合部において証明され
ている如き Ach-potentialがあらわれるのがみられた｡ しかしNa+ を同様の方法で作用させた場合には
それがみられなかった｡ 尚, VR-EPSPは curareによって殆んど影響されないが, atropineお よび
nicotineによってその大きさが減少することが判明した｡
以上の如 く, VR-EPSPは Ach或は physostigmineによってその大きさが著明に増大し atropine
および nicotineによって減少することが見出され, さらに Ach-Potentialの証明によって運動ニューロ









二連微小電極法, 特殊三速微小電極法, 脊髄血管潅流猿など諸種の実験技術を応用して, 脊髄単一運動ニ
ューロンから記録される逆向性興奮性シナプス電位について acetylcholine,physostigmine,atropine,
nicotineなどの効果を詳細に解析し, また, パルス通電によってacetylcholinepotentialが記録されるこ
とを兄いだし, これらの結果からヒキガエルの運動ニューロンにおいてはコリン作動性のシナプスが存在
し, しかもそのシナプスは運動ニューロンの軸索の返回性側枝が運動ニュ- ロンに単シナプス性に接続し
ているものであることを明らかにした｡
以上のどとく本論文は脊髄の比較生理学に重要な知見を加えたものであって, 学術上有益であり医学博
士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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